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No.

＊　費用及び体験に必要な備品（点字板セット、アイ
マスク、車イス、ＯＨＰ、スクリーンなど）の貸し
出しは無料ですが、消耗品類（点字用紙、ロール紙
など）は、依頼者のご負担となります。
　また、会場への車イス等必要な機材の搬入は依頼
者でお願いいたします。

　この「福祉とボランティア」出前教室は、福祉講話やボランティア活動体験などを通じて、人にやさし
いまちづくりへの理解を深めるとともに、より多くの方々がボランティア活動に参画していただくきっか
けづくりをお手伝いするものです。
　向日市内の小学校、中学校、高等学校、子ども会、自治会、事業所（本会賛助会員）などが行う授業・
イベントなどに、登録ボランティアの講師を派遣いたします。
◎派遣できるプログラムは、次の５種類で、１プログラム１時間以内です。
※当事者講話は、都合によって調整できない場合がありますので、あらかじめご了承ください。

派遣できるプログラム

出前教室出前教室
「福祉と「福祉と 
    ボランテ

ィア」ボランティ
ア」

出前教室出前教室
「福祉と 
  ボランテ

ィア」

出前教室

2007年度も実施します！

1 点字（点字体験・当事者講話）
2 手引き（アイマスク体験・当事者講話）
3 手話（手話体験・当事者講話）
4 車イス（車イス体験・当事者講話）
5 要約筆記（ＯＨＰ体験、当事者講話）

お問い合わせ先

　地域福祉係（ＴＥＬ：９３２－1961）
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ア
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
２
０

０
６
」が
、昨

年
の
　
月
　

１１

１８

日（
土
）、　１９

日
（
日
）
の

両
日
、
向
日

市
ま
つ
り
の

会
場
で
盛
大

に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今

回
で
３
回
目

を
迎
え
た
こ

の
イ
ベ
ン
ト

は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動

セ
ン
タ
ー
に

り
隊
事
業
」
研
修
会
）
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
華
頂
短
期
大
学
社

会
福
祉
学
科
助
教
授
の
名
賀
亨

さ
ん
を
お
招
き
し
て
、「
地
域
社

会
の
担
い
手
と
し
て
の
出
発
～

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
視
点
か

ら
～
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
団
塊
世
代
の
皆

様
方
が
、
生
き
が
い
を
持
ち
な

が
ら
活
力
の
あ
る
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
で
の
支
え

あ
い
活
動
を
提
案
し
、
そ
の
取

組
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
秘
訣
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
、

受
講
者
の
皆
さ
ん
は
、
講
師
の

軽
快
な
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
地
域
で
の
支
え
あ
い
活
動

を
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
々

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
団
塊
世
代
の
方
々
が
定
年
退

職
を
迎
え
る
こ
と
に
よ
り
、
職

場
中
心
か
ら
家
庭
や
地
域
に
戻

っ
て
こ
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る

「
２
０
０
７
年
問
題
」
を
目
前

に
控
え
た
今
日
、
地
域
社
会
に

お
い
て
は
、
様
々
な
経
験
と
技

能
を
持
つ
貴
重
な
人
材
を
迎
え

る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
本
会
で
は
、
こ
う
し
た
課
題

を
踏
ま
え
、
平
成
　
年
　
月
　

１８

１１

２２

日
（
水
）
午
後
７
時
か
ら
福
祉

会
館
に
お
い
て
、「
み
ん
な
の
支

え
あ
い
で
つ
く
る
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
講
座
」（「
高
齢
者
見
守

「
み
ん
な
の
支
え
あ
い
で
つ
く
る

 安
心
の
ま
ち
づ
く
り
講
座
」

（「
高
齢
者
見
守
り
隊
事
業
」研
修
会
）を
開
催

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

活動内容グループ名
（設立年月日）種別

視覚障がいの方をはじめとする情報弱者へ
のカセットテープや対面での朗読活動及び
朗読指導をしています。

ともしび（灯）
（昭和４３年９月設立）

朗
読

視覚障がいの方への点字による情報提供及
び交流。一般市民等の福祉教育への協力を
行っています。

きつつき
（昭和５７年４月設立）点

訳
視覚障がいの方にパソコン等を利用しなが
ら楽譜を点訳しています。

おたまじゃくし
（平成８年２月設立）

聴覚障がいの方と健聴者が手話を通じて交
流を深め、月１回デイケアセンターで手話
歌の発表等しています。

あすなろ
（昭和５７年４月設立）

手
話

難聴・中途失聴の方への情報保障及び要約
筆記技術向上に励んでいます。

フレンド
（平成６年１２月設立）

要
約
筆
記

在宅高齢、障がいの方の外出介助、お話し
相手等を中心に活動し、施設での喫茶室運
営にも協力しています。

あゆみ会
（平成元年１０月設立）

介
助 昼間独居の高齢の方等の散歩介助、話し相

手、通院介助及びデイサービスで整髪、話
し相手等。施設での喫茶室運営にも協力し
ています。

サークル・プラス　ワン
（平成７年６月設立）

虚弱な高齢者や身体に障がいのある方に、
水中運動（水中歩行、水泳）の指導及び介助
を行っています。

めだか
（平成１７年５月設立）

ス
ポ
ー
ツ

障がい、高齢の方の衣服等のお直しを行っ
ています。

ひまわり
（昭和５４年４月設立）

リ
フ
ォ
ー
ム
 

向日市内のデイサービスセンターなどで、
利用者の方に絵を描く喜びを知っていただ
くお手伝いを行っています。

絵手紙ひまわりの会
（平成５年１２月設立）

交
流

福祉施設や在宅要介護の高齢の方に、大正
琴を使った歌や演奏の楽しいひとときを提
供しています。

コスモス
（平成９年１月設立）

依頼に応じて福祉施設、学校、病院等を訪
問し、音楽療法を取り入れて、楽しい交流
を図っています。月２回、音楽喫茶も開催
しています。

来夢来人
（平成１０年５月設立）

福祉施設利用者の方等に、セラピードッグ
とのふれあいを通じて、生きる喜びを感じ
るひとときを提供しています。

京都セラピードッグクラブ
（平成１１年１１月）

依頼に応じて福祉施設、学校、病院等を訪
問し、手話コーラスや楽器演奏、人形劇や
紙芝居等で交流しています。月２回、音楽
喫茶も実施しています。

ブーフーウー京都
（向日）

（平成９年４月設立）

福祉施設で、高齢者の方と一緒に唱歌を中
心とした昔の歌を歌って楽しんでいます。

アフタヌーンナツメローズ
（平成１４年１月設立）

老後をいきいき暮らすために、地域を拠点と
して、高齢の方とボランティアとが協働で運
営する楽しい仲間づくりを進めています。

サロン・かぐやひめ
（平成１３年４月設立）

サ
ロ
ン

プ
の
特
色
を
活
か
し
て
、
日
頃

の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
た

り
、
製
作
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
を
図
る
な
ど
、
広

く
市
民
の
皆
様
に
活
動
を
紹
介

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、

ご
来
場
の
方
も
控
え
め
で
し
た

が
、
１
回
目
か
ら
毎
回
来
場
さ

れ
る
常
連
の
方
も
お
ら
れ
、
大

い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
頃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
様
子
を

紹
介
し
た
パ
ネ
ル
展
示
も
同
時

に
行
わ
れ
、
関
心
の
あ
る
市
民

の
方
々
が
熱
心
に
見
入
っ
て
お

ら
れ
る
姿
も
印
象
的
で
し
た
。

　
向
日
市
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
会
主
催
に
よ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

登
録
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

▲大正琴の生演奏と手話歌
　「ふるさと」

リフォームボランティア
「ひまわり」によるスト
ラップづくり ▼

◎ボランティア活動センターに登録されているボランティア
　グループの一覧です。

ボランティアグループ紹介 大きく広がれ!
 ボランティアの輪
ボランティアフェスティバル２００６開催

このページに関するお問い合わせ先は〉〉〉〉地域福祉係　TEL：932－ 1961
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歳末たすけあい赤い羽根地区・種別
612,669円605,681円物 集 女

1,447,556円1,316,105円寺 戸
388,361円360,200円森 本
506,205円398,500円鶏 冠 井
454,227円406,900円上 植 野
135,850円113,200円向 日
181,500円140,100円西 向 日
102,500円106,200円向 日 台

0円162,000円大 口 募 金
12,869円0円街 頭 募 金
306円36,128円職 域 募 金

3,842,043円3,645,014円合 計

善意のご寄付ありがとうございました。
（平成18年10月11日～平成19年1月31日）

吉井　孝一　様 50,000円
東向日キリスト教会　様 10,000円
医療法人回生会　様 100,000円
畠中　稔・真優　様 5,303円
向日市グラウンドゴルフ協会　様 10,000円
京都新聞乙訓販売所連合会　様 30,000円
匿名 4件 70,000円
向福グループ 車椅子（50,000円相当）

樺

竃

株

蒲

鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄

鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

ああああああああああたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたかかかかかかかかかかいいいいいいいいいい善善善善善善善善善善意意意意意意意意意意ととととととととととごごごごごごごごごご協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力ををををををををををあああああああああありりりりりりりりりりががががががががががととととととととととううううううううううごごごごごごごごごござざざざざざざざざざいいいいいいいいいいままままままままままししししししししししあたたかい善意とご協力をありがとうございましたたたたたたたたたたた
平成18年度赤い羽根共同募金＆歳末たすけあい運動結果報告

■募金結果

■配分金使途
寄せられた善意は、このような事業に使わせていただいてお
ります。

○赤い羽根共同募金は京都府共同募金会からの配分金内で、
　次の事業を実施しています。
毅障がい者福祉事業（ふれあいレクリエーションの開催等）
毅母子・父子福祉事業（単身親世帯支援事業等）
毅児童青少年福祉事業（親子ふれあい事業等）
毅福祉育成事業（福祉パレットの発行、ホームページの管理等）
毅困りごと相談事業

配 分 金 額配　　　分　　　先
737,530円防 犯 ・ 防 火 機 器 設 置 事 業

25,000円乙 訓 手 を つ な ぐ 親 の 会

団
体
助
成
事
業

100,000円働 く 仲 間 の 集 い 実 行 委 員 会

40,000円向 日 市 ろ う あ 協 会

20,000円向 日 市 難 聴 者 協 会

20,000円京 都 府 視 覚 障 害 者 協 会 向 日 支 部

30,000円向 日 市 原 爆 被 災 者 の 会

30,000円向日市障害児学童を育てる会がんばｸﾗﾌ゙

20,000円向 日 市 介 護 者 の 会

20,000円乙 訓 点 訳 サ ー ク ル

20,000円手作りの成人を祝う会実行委員会

20,000円交 流 ハ ウ ス わ い わ い

400,000円地 区 社 協 育 成 費

1,081,240円お 節 料 理 配 食 事 業 補 助

50,000円法 外 援 護 資 金

215,000円ボランティア活動育成のための支援事業

200,000円在 宅 福 祉 ・ 地 域 福 祉 物 品

46,400円ボ ラ ン テ ィ ア 講 座

165,000円子 育 て 支 援 事 業

356,760円「福祉とボランティア」出前教室事業

245,113円事 務 費

3,842,043円合　　　　計

○歳末たすけあい運動の配分金

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄付付付付付付付付付付付付付付付付ののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおお願願願願願願願願願願願願願願願願寄付のお願いいいいいいいいいいいいいいいいい
　寄付金は、社協の事業を支える大切な財源です。
　金額の多少にかかわらず、年間を通して受付をし
ております。福祉活動充実のため、みなさまのご協
力をよろしくお願いいたします。

＊お祝いごとや、香典返しの一部
＊会社やお店、団体などの創立記念・開店記念など
のご芳志
＊各種パーティー、バザーなどの収益の一部

※寄付金は、税控除の対象に
なります。社会福祉法人へ
の寄付は、所得控除や法人
税控除の対象になります。



4No.110

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い
とと

思
い
や
り
の
ま
ち
づ
く

　
思
い
や
り
の
ま
ち
づ
く
りり

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い
とと

思
い
や
り
の
ま
ち
づ
く

　
思
い
や
り
の
ま
ち
づ
く
りり

地
区
社
協
活
動
の
ご
紹

地
区
社
協
活
動
の
ご
紹
介介

 

 ～～
パ
ー
パ
ー
トト
６６
～～

　
向
日
市
に
は
、
小
地
域
（
行
政
区
）
を
単
位
と
し
て
、
８
か
所
（
物

集
女
・
寺
戸
・
森
本
・
鶏
冠
井
・
上
植
野
・
向
日
・
西
向
日
・
向
日

台
）
の
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
略
称
：
地
区
社
協
）
が
設
立
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
を
生
か
し
た
様
々
な
活
動
が
、
自
治
会
等

と
協
働
し
て
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
８
地
区
社
協
に
お
け
る
平
成
　
年
度
の
活
動
を
ご
紹
介
し

１８

ま
す
。

　
今
後
も
福
祉
パ
レ
ッ
ト
の
中
で
、
地
区
社
協
活
動
を
ご
紹
介
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
地
区
社
協
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
各
地

区
社
協
も
し
く
は
向
日
市
社
協
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

毅
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
会
食

交
流
会

毅
福
祉
懇
談
会

毅
い
き
い
き
サ
ロ
ン
物
集
女

毅
長
寿
者
の
米
寿
の
お
祝
い

毅
筍
掘
り

毅
餅
つ
き
大
会

毅
回
生
病
院
健
康
ま
つ
り

毅
ク
リ
ー
ン
作
戦

毅
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

毅
あ
い
さ
つ
通
り
推
進
事
業

毅
広
報
誌
「
物
集
女
地
区
社

協
だ
よ
り
」
発
行

毅
役
員
研
修
会

い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
は
、
平
和
記
念

公
園
の
「
原
爆
の
子
の
像
」
に
捧
げ

る
千
羽
鶴
を
作
り
ま
し
た
。

物
集
女
地
区
社
協

毅
交
通
指
導

毅
芋
苗
植
え
付
け
・
芋
掘
り

毅
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
配

食
・
会
食
活
動

毅
寝
た
き
り
の
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
友
愛
訪
問

毅
餅
つ
き
大
会

毅
新
年
互
礼
会

毅
理
事
研
修
会
（
こ
ど
も
未

来
館
の
見
学
）

家族そろって芋掘り大会♪

森
本
地
区
社
協

毅
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
配
食
サ
ー
ビ

ス
・
友
愛
訪
問

毅
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
会

食
・
懇
談
会

毅
ふ
れ
あ
い
の
旅

毅
米
寿
の
方
へ
の
記
念
品
贈

呈
毅
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

毅
餅
つ
き
大
会

毅
講
演
会

毅
広
報
誌「
み
ん
な
の
寺
戸
」

発
行

毅
委
員
研
修
会
・
懇
談
会

会
食
会
の
た
め
の
お
弁
当
。
心
を
込

め
て
作
っ
て
い
ま
す
！

寺
戸
地
区
社
協

毅
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方

等
を
対
象
と
し
た
配
食
・

会
食
活
動

毅
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
わ
た

ぼ
う
し
」

毅
芋
苗
植
え
付
け
・
芋
掘
り

毅
鶏
冠
井
夏
祭
り

毅
赤
飯
配
食
（
敬
老
事
業
）

毅
ふ
れ
あ
い
旅
行

毅
福
祉
講
座
「
続
・
わ
た
し

た
ち
の
鶏
冠
井
―
足
も
と

に
残
る
歴
史
か
ら
―
」

毅
餅
つ
き
大
会
・
餅
の
配
食

毅
保
育
園
児
と
の
交
流
会

毅
広
報
誌
「
楓
」
発
行

コ
ス
モ
ス
畑
で
屋
外
サ
ロ
ン
。
食
事

や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
♪

鶏
冠
井
地
区
社
協

毅
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
配
食
活
動

毅
向
日
神
社
祭
礼
参
加

毅
芋
苗
植
え
付
け
・
芋
掘
り

毅
七
夕
祭
り

毅
区
民
体
育
祭
に
参
加

毅
お
正
月
用
白
み
そ
仕
込
み

毅
餅
つ
き
大
会

毅
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
白

み
そ
と
餅
の
配
食

毅
と
ん
ど
祭
り

毅
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

毅
先
進
地
視
察

と
ん
ど
祭
り
で
は
、
立
派
な
左
義
長

を
作
り
ま
し
た
！

上
植
野
地
区
社
協
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毅
高
齢
者
世
帯
を
対
象
と
し

た
会
食
活
動
（
会
食
に
参

加
で
き
な
い
方
へ
の
配
食

活
動
）

毅
お
し
ゃ
べ
り
会
（
サ
ロ
ン

活
動
）

毅
地
蔵
盆

毅
地
区
清
掃

毅
福
祉
委
員
会

毅
体
育
祭

毅
餅
つ
き

毅
高
齢
者
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
贈
呈

毅
高
齢
者
が
被
害
に
遭
い
や

す
い
消
費
者
問
題
に
つ
い

て
の
講
演
会

毅
ご
苦
労
さ
ん
会

昼
食
前
の
優
雅
な
一
時
♪
　
会
食
会

の
前
に
お
琴
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し

た
。

西
向
日
地
区
社
協

毅
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
配

食
・
会
食
活
動

毅
区
民
ふ
れ
あ
い
観
桜
会

毅
い
き
い
き
サ
ロ
ン
「
桜
さ

く
ら
」

毅
向
日
区
春
祭
り
・
こ
ど
も

神
輿

毅
あ
い
さ
つ
運
動
啓
発
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
配
布

毅
向
日
区
地
蔵
祭

毅
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
及
び

米
寿
の
方
へ
の
赤
飯
配

食
・
米
寿
の
方
へ
の
記
念

品
贈
呈
（
敬
老
事
業
）

毅
餅
つ
き
大
会
・
餅
の
配
食

毅
七
草
か
ゆ
と
昔
の
遊
び

毅
福
祉
講
座

力
い
っ
ぱ
い
お
餅
つ
き
！

お
い
し
い
お
餅
が
で
き
た
か
な
？

向
日
地
区
社
協

毅
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

毅
体
育
祭

毅
芋
掘
り

毅
餅
つ
き

毅
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
配

食
・
会
食
活
動

毅
広
報
誌
「
地
区
社
協
む
こ

う
だ
い
」
発
行

毅
研
修
会
・
福
祉
講
座

毅
お
ね
が
い
ス
テ
ッ
カ
ー
普

及

「
ほ
の
ぼ
の
広
場
向
日
台
」
と
共
催

で
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
し
た
！

向
日
台
地
区
社
協

　向日市社協では、年間を通して様々な事業に取り
組んでいます。今回は、現在予定している平成１９年
４月から６月までの事業をご紹介します。
　各事業の詳細については、決まり次第、関係機関や公共施設へ
案内チラシの配布を依頼させていただくとともに、向日市広報や
本会のホームページ（http://www.muko-shakyo.or.jp/）へ掲
載する予定をしていますので、ぜひご覧ください。
　今後も各事業のご案内をしていきますので、関心のある方は、
お気軽に向日市社協までお問合せください。

4月
気ボランティア相談会（毎月第３土曜日に行う予定です）
日　時：第３土曜日　午前１０時から正午まで
会　場：福祉会館
内　容：ボランティアを始めてみたいと思っておられる市民の方

を対象に、現在活動中のボランティアがアドバイスをし
ます。

対象者：向日市在住でボランティア活動に関心のある方

5月
気地域サポーター養成講座
予定日：５月下旬
会　場：福祉会館
内　容：配食・会食、友愛訪問など集中的な安否確認、話し相手、

長時間の通院介助、外出支援、ちょっとした生活支援
（ごみ出し等）等の個別支援活動を行う地域サポーター
の養成を行います。

対象者：向日市在住で上記の内容に関心のある方

気聴覚障がい者を対象とした手話教室（全５回）
予定日：５月中旬頃
会　場：福祉会館
内　容：手話による日常会話の学習
対象者：向日市在住の聴覚障がい者

6月
気第２６回　障がい者（児）ふれあいレクリエーション
予定日：６月上旬
行き先：決まり次第ご案内します。
内　容：日帰りバス旅行（昼食・自由行動）
対象者：向日市在住の心身障がい者（児）及びその介護者

気平成１９年度　第１回　ふれあい料理教室
予定日：６月上旬
会　場：向日市民会館（３階）料理実習室
内　容：料理実習・昼食交流
対象者：向日市在住で６５歳以上の一人暮らしの方及び高齢者世帯

の方

地域福祉事業の
ご案内（平成１９年４月～６月）
向日市社協では、
こんな事業を計画しています！

〈このページに関するお問い合わせ先〉
 地域福祉係（TEL：932－1961）
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《掲載する内容・写真に関しては、あらかじめご本人・ご家族より承諾を得て、掲載させて頂いております》

楽しく一緒に働きませんか？

加藤 友美さん（84歳）

姉妹ではなく仲良し親子です

家族に支えられて！

　
今
回
は
、
以
前
に
ヘ
ル
パ
ー
を
ご

利
用
さ
れ
て
い
た
加
藤
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

加加加加加加加加加加加加
藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤
ささささささささささささ
んんんんんんんんんんんん
のののののののののののの

加
藤
さ
ん
の
 

ププププププププププププ
ロロロロロロロロロロロロ
フフフフフフフフフフフフ
ィィィィィィィィィィィィ
ーーーーーーーーーーーー

プ
ロ
フ
ィ
ー
ルルルルルルルルルルルルル

　
東
京
生
ま
れ
の
東
京
育
ち
。
父
は

躾
に
は
厳
し
い
が
、
子
供
の
目
線
に

あ
っ
た
新
し
い
教
育
方
針
で
育
っ
た

と
、
懐
か
し
そ
う
に
話
さ
れ
ま
す
。

祖
母
に
幼
稚
園
の
頃
か
ら
茶
道
を
習

い
、
女
性
ら
し
い
仕
草
を
身
に
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。
結
婚
後
は
９
年
程
、

北
の
大
地
で
３
人
の
娘
さ
ん
を
の
び

の
び
と
育
て
、
窓
を
開
け
る
と
樹
氷

が
き
れ
い
で
地
平
線
が
見
え
た
と
、

当
時
を
回
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
シ
ャ

ン
シ
ャ
ン
と
い
う
音
と
共
に
、
馬
ソ

リ
が
持
っ
て
く
る
牛
乳
は
と
て
も
お

い
し
く
、
手
づ
く
り
ア
イ
ス
の
味
は

忘
れ
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

若若若若若若若若若若若若
ささささささささささささ
のののののののののののの
秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘

若
さ
の
秘
訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣

　
齢
を
重
ね
、
い
き
い
き
と
生
活
さ

れ
て
い
る
加
藤
さ
ん
に
秘
訣
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
マ
イ
ペ
ー
ス
で
規
則

正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
。
平
凡
に

暮
ら
し
て
い
く
の
が
一
番
と
話
さ
れ

ま
す
。
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
好
み
、

「
つ
る
べ
落
と
し
の
秋
の
空
」「
畳
み

の
目
ほ
ど
明
る
く
な
る
」
と
古
来
か

ら
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
ま
す
。
絵
画

や
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
を
好
み
、
今

は
京
都
博
物
館
で
の
「
京
都
御
所
障

壁
画
」
を
見
に
行
き
た
い
と
お
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
ま
た
い
き
い
き
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
は
頭
の
体
操
や
ク
イ
ズ

を
楽
し
み
に
通
所
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ
ルルルルルルルルルルルル
パパパパパパパパパパパパ
ーーーーーーーーーーーー
とととととととととととと
のののののののののののの
関関関関関関関関関関関関
わわわわわわわわわわわわ

ヘ
ル
パ
ー
と
の
関
わ
りりりりりりりりりりりりり

　
今
か
ら
４
年
前
、
肺
炎
で
入
院
さ

れ
退
院
後
、
腰
痛
に
な
ら
れ
向
日
市

生
活
支
援
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
、
掃
除
機
が
け
・
拭
き

な
く
、
一
人
で
不
安
も
あ
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
で
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

通
所
時
に
は
、
ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
に

寄
っ
て
く
だ
さ
り
、
声
を
か
け
て
頂

き
少
し
心
配
し
た
り
、
安
堵
す
る
４

か
月
で
し
た
。

家家家家家家家家家家家家
族族族族族族族族族族族族
とととととととととととと
のののののののののののの

家
族
と
の
絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆

り
に
人
が
集
ま
る
お
人
柄
が
伺
え
ま

す
。
体
調
を
崩
せ
ば
ご
家
族
が
泊
ま

り
に
来
ら
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
お
惣
菜
を
多
い
目
に
作
り
、「
取
り

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
。」
と
連
絡
さ
れ

ま
す
。
離
れ
て
い
て
も
家
族
の
役
割

を
十
分
に
活
か
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

一
度
、
ヘ
ル
パ
ー
訪
問
を
開
始
す
る

と
自
立
支
援
目
的
と
は
言
え
、
加
齢

も
伴
い
、
な
か
な
か
中
止
で
き
な
い

の
が
現
状
で
す
。
そ
の
中
で
家
族
の

協
力
を
軸
に
自
立
の
道
を
選
ば
れ
た

加
藤
さ
ん
。
家
族
と
言
う
言
葉
の
意

味
が
薄
れ
て
い
く
現
在
、
心
が
和
む

一
時
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
加
藤
さ
ん
の
よ
う
に
無
理

を
せ
ず
、
ぼ
ち
ぼ
ち
と
人
生
を
楽
し

め
る
よ
う
な
支
援
が
で
き
れ
ば
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
こ
れ
っ
て
、
ヘ
ル

パ
ー
冥
利
に
尽
き
ま
す
ね
。

　「
周
り
の
人
に
支
え
ら
れ

て
い
る
。」
と
お
っ
し
ゃ
る

加
藤
さ
ん
。
お
宅
は
き
れ
い

に
整
頓
さ
れ
、
部
屋
に
は
さ

り
気
な
く
生
花
が
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。「
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が

訪
問
し
て
い
た
頃
と
変
わ
っ

て
い
な
い
ね
。」
と
娘
さ
ん

に
言
わ
れ
た
と
嬉
し
そ
う
で

す
。
お
孫
さ
ん
に
は
「
家
族

だ
か
ら
よ
そ
の
家
と
思
わ
な

い
で
。
お
互
い
気
を
使
わ
な

い
で
ね
。」
と
話
さ
れ
、
周

掃
除
を
援
助
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。「
こ
の
間
、

娘
が
来
て
く
れ
て
掃
除

し
て
く
れ
た
の
で
、
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
中
止
に
し

て
く
だ
さ
い
。」
と
連

絡
を
頂
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て

「
私
よ
り
も
っ
と
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
を
必
要
と
し

て
い
る
人
も
お
ら
れ
、

娘
た
ち
も
来
て
く
れ
る

の
で
一
人
で
や
っ
て
み

ま
す
。」
と
決
断
さ
れ
、

去
年
の
９
月
で
訪
問
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
腰

痛
が
完
治
し
た
わ
け
で

生花の千両にほっこり、いやされます

いきいきデイサービスのお友達と
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用
者
の
方
々
に
楽
し
く
、
有

意
義
に
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
の
輪
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
活
躍
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

……ボランティアのみなさん、ありがとうございます……

　
毎
月
第
２
金
曜
日
は
、『
歌
の
集

い
』
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
日
で

す
。
　
杉
田
さ
ん
ご
夫
婦
、
山
下
さ
ん
、

井
出
さ
ん
、
猪
山
さ
ん
の
５
名
が
、

耳
の
遠
い
方
の
た
め
に
Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
活

用
し
て
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
あ
わ
せ

て
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

懐
か
し
い
曲
を
歌
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
５
年
間
も
続
い
て

お
り
、
今
年
の
２
月
で
　
回
目
を
数

６１

え
ま
す
。
皆
さ
ん
と
楽
し
く
歌
う
杉

田
さ
ん
（
ご
主
人
）
は
　
歳
で
す
が
、

８８

と
て
も
お
元
気
で
、「
気
持
ち
は
　
歳
２８

で
す
！
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
利

用
者
の
み
な
さ
ん
は
懐
か
し
い
曲
を

歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
昔
の
思
い
出

話
な
ど
を
さ
れ
て
童
心
に
返
っ
て
、

く
つ
ろ
い
で
お
ら
れ
ま
す
。

　「
こ
の
活
動
は
、
自
分
自
身
の
生

き
が
い
で
、
み
な
さ
ん
か
ら
元
気
を

も
ら
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。」
と
、

笑
顔
で
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お風呂あがりに利用者の整髪をする活動

　デイサービスセンターでは、多くのボランティア活動
に支えられています。これからもボランティアのみなさ
んと共に、地域に開かれたデイサービスづくりを目指し
ます。興味をお持ちの方、参加をご希望の方は、ぜひ一
度ご連絡ください。

活動内容●個人の活動：話し相手、身の回りのお世話、
趣味活動（囲碁・将棋、折り紙、縫い物、手芸な
ど）、レクリエーションや行事のお手伝い

　　　　　団体の活動：コーラス、民謡、踊り、演奏、
芸事などの趣味や特技の披露

活 動 日●月曜日～土曜日　ただし、日曜日・祝日、年
末年始を除く （活動の日時はご相談します。）

活動場所●向日市社協デイサービスセンター
そ の 他●継続して活動いただける方を募集しています。

はじめての方には、希望により、簡単な介護
技術やお年寄りへの声かけの仕方などを説明
いたします。

＜お問い合わせ先＞

　向日市社協デイサービスセンター
 ＴＥＬ：931－3294

一緒に囲碁や将棋を楽しむ活動一人ひとりとお話をしながら、ふれあい交流

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
活
動
紹
介

笑笑
顔顔
が
あ
ふ
れ
る

　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
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て
、
①
「
身
体
的
虐
待
」
②
「
介

護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任
」
③

「
心
理
的
虐
待
」
④
「
性
的
虐
待
」

⑤
「
経
済
的
虐
待
」
の
以
上
５
つ

の
行
為
が
定
義
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
同
法
に
基
づ

き
、
行
政
や
警
察
、
医
療
機
関
、

司
法
機
関
等
と
連
携
し
て
、
高
齢

者
虐
待
の
防
止
や
早
期
発
見
・
早

期
解
決
を
目
的
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
形
成
し
、
高
齢
者
の
皆
様

方
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
４
月
に
「
高
齢
者
虐

１８

待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に

対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」

（
高
齢
者
虐
待
防
止
法
）
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
法
で
は
、
高
齢
者
虐
待
と
し

高
齢
者
虐
待
を
防
止
し
ま
す
！

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

　
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
…
。

理
」
や
「
不
動
産
の
売
買
」、「
介

護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
」、

「
医
療
・
福
祉
施
設
へ
の
入
退
所
」

等
の
手
続
き
や
契
約
を
行
う
際
に
、

一
方
的
に
不
利
な
状
況
に
陥
ら
な

い
よ
う
権
利
と
財
産
を
守
り
、
支

援
す
る
制
度
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の
制

度
の
利
用
に
関
す
る
判
断
や
、
利

用
が
必
要
な
場
合
の
申
立
支
援
を

　「
成
年
後
見
制
度
」
は
、
認
知

症
高
齢
者
や
知
的
障
が
い
者
、
精

神
障
が
い
者
の
方
等
の
判
断
能
力

が
不
十
分
な
方
が
「
財
産
の
管

権
利
擁
護
業
務

財
産
の
管
理
や
契
約
等
に

不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　「
成
年
後
見
制
度
」を
活
用
し
、高
齢
者
の
皆
様
方
の

　
人
権
や
財
産
が
守
ら
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
！

　「
向
日
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
：
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
高
齢
者
の
皆
様
方
に
、
住
み
慣
れ
た

地
域
に
お
い
て
、
自
分
ら
し
く
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、『
総
合
相
談
支
援
業
務
』、

『
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
』、『
権
利
擁
護
業
務
』、『
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援

業
務
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
前
号
で
は
、『
総
合
相
談
支
援
業
務
』
と
『
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
』
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し

ま
し
た
の
で
、
こ
の
号
で
は
、『
権
利
擁
護
業
務
』
と
『
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務
』

に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

向
日
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

向
日
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ーー

～
権
利
擁
護
業
務
と
包
括

～
権
利
擁
護
業
務
と
包
括
的的
・・
継
続
的
ケ
ア

継
続
的
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務
の
ご
紹
介

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務
の
ご
紹
介
～～

　
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
等
で
も
頻
繁

に
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
最

近
は
、
高
齢
者
の
皆
様
方
が
悪
質

な
訪
問
販
売
の
被
害
に
遭
わ
れ
る

件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
悪
質
な
訪
問

販
売
の
被
害
や
消
費
者
金
融
等
の

経
済
的
被
害
に
遭
わ
れ
て
い
る
方

か
ら
の
相
談
を
お
受
け
し
、
行
政

や
警
察
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等

と
連
携
し
て
、
問
題
の
解
決
・
改

善
が
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
の

被
害
に
遭
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
！

行
っ
た
り
、
成
年
後
見
人
の
候
補

者
を
推
薦
す
る
団
体
を
紹
介
す
る

等
し
て
、
問
題
の
解
決
・
改
善
が

で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
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ま
た
、
介
護
や
福
祉
、
保
健
、
医
療
等

の
様
々
な
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
包
括

的
・
継
続
的
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実

現
を
目
的
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
、
高
齢
者
の
皆
様
方
に
自
分
ら
し
い
自

立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
皆
様
方
に

直
接
的
に
支
援
す
る
以
外
に
も
、
地
域
の

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

に
対
し
て
、
情
報
交
換
や
研
修
の
機
会
を

提
供
す
る
等
、
日
常
的
な
業
務
が
円
滑
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。

様
々
な
方
面
か
ら
、

高
齢
者
の
皆
様
方
を
支
え
ま
す
！

　
自
分
ら
し
い
自
立
し
た
生
活
を

　
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
…
。

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務

お問い合わせ先〉〉〉〉向日市地域包括支援センター　TEL：921－ 1550

　前号とこの号において、センターが行っている４つの業
務の詳細について、ご紹介しました。
　センターでは、窓口相談のみならず、電話相談や訪問相
談にも対応しています。
　また、業務内容を紹介したパンフレットや成年後見制度
のパンフレット等を無料で配布していますので、関心のあ
る方は、お気軽にお問い合わせください。

〈お問い合わせ先〉
 　地域福祉係（TEL：932－1961）

あなたの「困った！あなたの「困った！」」

をお手伝いしまをお手伝いしますす

福祉サービ福祉サービスス
利用援助事利用援助事業業
ののご案ご案内内

この事業は、認知症や知的障が
い、精神障がいのある方を対象
としています。利用料は１時間
につき１,０００円です。

たとえば…
渇銀行や郵便局でお金を出したり、預けることが一人では不安。
　葛銀行や郵便局に一緒に行ったり、あなたの代わりに行ったり
　　します。
渇市役所から来る郵便物の内容がよくわからない。
　葛わかりにくいところをわかりやすく説明します。
渇通帳やはんこを自宅に置いておくことが不安。
　葛向日市社協の金庫で預かります。
渇福祉サービスを利用したいけれど、内容や利用の方法がわからない。
　葛福祉サービスの内容や、どうしたら利用できるのかを説明します。
　　　　　　渇福祉サービスを利用して嫌なことがあったらどうしたら
　　　　　　　いいですか。
　　　　　　　葛責任をもって解決に努めます。

向日市社協では、お手伝いをしていただく生活支援員
（アルバイト職員）を募集しています。活動頻度は週１
回から月１回程度です。くわしいことは、お気軽に向日
市社協地域福祉係までお問い合わせください。
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居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

た
場
合
、
住
宅
改
修
費
を
支
給
す
る
。

 提
出
書
類
 ○
住
宅
改
修
に
要
し
た

費
用
に
係
る
領
収
書
○
工
事
費
内
訳

書
○
住
宅
改
修
の
完
成
後
の
状
態
を

確
認
で
き
る
書
類
（
便
所
・
浴
室
、

廊
下
等
の
箇
所
ご
と
の
改
修
前
及
び

改
修
後
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
と
し
、
原

則
と
し
て
撮
影
日
が
わ
か
る
も
の
）

　
こ
の
よ
う
に
、
介
護
保
険
で
の
住
宅
改

修
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
や
状
態
を

確
認
し
て
、
様
々
な
書
類
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
改
修
工
事
を
さ
れ
る
前
に
、

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
、
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

書
類
の
一
部
を
保
険
者
（
向
日
市
）

に
提
出
す
る
。

　
毅
保
険
者
は
提
出
さ
れ
た
書
類
等
に
よ

り
、
保
険
給
付
と
し
て
適
当
な
改
修

か
ど
う
か
確
認
す
る
。

 提
出
書
類
 ○
支
給
申
請
書
○
住
宅

改
修
が
必
要
な
理
由
書
○
工
事
見
積

り
書
○
住
宅
改
修
の
完
成
予
定
の
状

態
が
わ
か
る
も
の
（
写
真
又
は
簡
単

な
図
を
用
い
た
も
の
）
○
住
宅
の
所

有
者
の
承
諾
書
（
住
宅
改
修
す
る
住

宅
の
所
有
者
が
、
当
該
利
用
者
で
な

い
場
合
）

③
住
宅
改
修
の
許
可
を
得
る
。

④
施
工
・
完
成
す
る
。

⑤
住
宅
改
修
費
の
支
給
を
申
請
し
、
決
定

す
る
。

　
毅
利
用
者
は
工
事
終
了
後
領
収
書
等
の

費
用
発
生
の
事
実
が
わ
か
る
書
類
等

を
保
険
者
へ
提
出
、「
正
式
な
支
給
申

請
」
が
行
わ
れ
る
。

　
毅
保
険
者
は
、
事
前
に
提
出
さ
れ
た
書

類
に
基
づ
き
確
認
、
工
事
が
行
わ
れ

た
か
ど
う
か
の
確
認
を
行
い
、
当
該

住
宅
改
修
費
の
支
給
を
必
要
と
認
め

⑤
洋
式
便
器
等
へ
の
便
器
の
取
替

⑥
そ
の
他
　
①
～
⑤
の
改
修
に
付
帯
し
て

必
要
と
な
る
改
修

　
以
上
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
上
記
の
改
修
内
容
で
も
、
す

べ
て
介
護
保
険
で
住
宅
改
修
が
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
、
便
器
を
和
式
か
ら
洋
式
に

替
え
て
、
手
す
り
を
つ
け
る
住
宅
改
修
を

し
た
と
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
利
用
者
が
ト
イ
レ
に
至
る

ま
で
の
距
離
が
遠
す
ぎ
て
、
自
力
で
た
ど

り
着
け
な
い
と
し
た
ら
誰
の
た
め
の
住
宅

改
修
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
介
護
保
険

の
主
旨
で
あ
る
自
立
支
援
に
も
つ
な
が
り

に
く
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
利
用
者
・
介
護
者
・
関
係
者
を
ま
じ

え
て
の
検
討
が
必
要
で
す
。

　
現
在
、
向
日
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
手

続
き
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
住
宅
改
修
に
つ
い
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
等
に
相
談
す
る
。

②
申
請
書
類
又
は
、
書
類
の
一
部
を
提
出

し
確
認
す
る
。

　
毅
利
用
者
は
、
住
宅
改
修
の
支
給
申
請

　「
も
し
も
し
、
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
。
今
度
、

浴
槽
と
給
湯
器
を
新
し
い
の
に
替
え
た
い

の
だ
け
ど
、
介
護
保
険
が
使
え
る
か
し

ら
？
」

　「
浴
槽
、
特
に
給
湯
器
は
、
介
護
保
険

の
住
宅
改
修
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
で
す

よ
。」
　「
要
介
護
の
主
人
が
使
う
の
よ
。」

　「
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
の
対
象
に
な

る
の
は
…
。」

　
介
護
保
険
に
お
け
る
住
宅
改
修
は
、
本

人
の
自
立
や
介
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

制
度
で
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
の

は
、
既
存
の
浴
室
、
便
所
、
玄
関
等
に
つ

い
て
対
象
者
が
使
用
す
る
部
分
に
限
り
ま

す
。
新
築
・
増
築
等
に
つ
い
て
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
対
象
と
な
る
改
修
内
容
は
、

①
手
す
り
の
取
り
付
け

②
段
差
の
解
消

③
滑
り
防
止
及
び
移
動
の
円
滑
化
等
の
た

め
の
床
又
は
通
路
面
の
材
料
の
変
更

④
引
き
戸
等
へ
の
扉
の
取
替

介
護
保
険
を
使
っ
て
住
宅
改
修
を
し
た
い

 

保
険
給
付
と
し
て
適
当
な
改
修
で
す
か
？

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

 向
日
市
社
協
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

 
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
９
３
１
‐
３
０
３
０
）
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平成１８年９月２６日（火）開催
講演・実技演習
「いざという時の事故に備えて～心肺蘇生法を学ぶ～」

平成１８年１１月１３日（月）開催
講演「子育ては肩の力を抜いて！～親のための心のケア～」

平成１８年１２月１５日（金）開催
講演・実技演習
「子どもを守る心肺蘇生法～いざという時のために～」

平成１９年３月５日（月）開催
講演「子どもの病気と感染症予防」

平成１８年１１月１９日（日）開催

平成１９年３月２日（金）開催

救急隊員の方々の指導のもと、熱心に
受講されるお母さん

安心して保育ルームへお子さんをお預
けください！

子育てのつどい「みんなで子育てＭＵＫＯ」

親子で一緒に楽しく遊ぼう！

お子さんのためにできること、一緒に考えてみませんかお子さんのためにできること、一緒に考えてみませんか？？

向日市社協では、
『子育て支援事業』に取り組んでいます ！

共 催 国際ソロプチミスト京都－西山　向日市子育てセンター「すこやか」

子育て支援講座（平成１８年度実績）子育て支援講座（平成１８年度実績）

向日市まつり「みんなで子育てＭＵＫＯ」

〈お問い合わせ先〉 　地域福祉係（TEL：932－1961）

　向日市社協では、平成１６年度から『子育て支援事業』に取り組んでいます。
　『子育て支援講座』では、子どもの病気や事故防止、親の心のケア等のテーマを中心に開催しており、受講
者の方々からは、受講者アンケートを通して、「講演だけではなく、実習を通して心肺蘇生法を学べたことが良
かったです。」、「保育ルームがあるので、子どもと離れて自分の時間が持てたことにもほっとしました。」等の
喜びの声が多数寄せられました。
　住み慣れたこの向日市で、誰もが安心して子育てができるように、平成１９年度においても様々な『子育て支
援事業』を展開いたします。
　子育て中の方はもちろんのこと、子育てに関心のある方もお気軽にご参加ください。

第１回

第2回

第3回

第4回

　向日市社会福祉協議会では、町内会や自治会など、地域で福祉活動や子ども会活動な
どをされる方を対象に、印刷機、コピー機、紙折機の利用サービスを行っています。
利用料金 印 刷 機　　１枚につき１円及び原版１枚ごとに５０円
 　　　　　　※用紙はご持参ください
 複 写 機　　１枚につき８円
 紙 折 機　　無料　　　
利用方法及び 利用方法　　事前に電話にてご予約ください。
利用時間 利用時間　　平日　９：００～１７：００

〈お問い合わせ先〉　総務係（TEL：932－1960）

印刷機等利用
サービスの
ご案内
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　向日市社協の広報誌「福祉パレット」は、市民の皆様から寄せられた善意の「赤い羽根共同募金」の配分金を財源として、年
に３回（３月・７月・１１月）発行しています。
　今後も市民の皆様方に関心と親しみを持って読んでいただけるよう、紙面の充実に努めていきたいと
思っていますので、「福祉パレット」に対するご意見やご感想、ご要望等がございましたら、お気軽にお
寄せください。

　お問い合わせ先　総務係（TEL：932－1960）

向日市社協の広報誌「福祉パレット」に関するお知らせ

　
向
日
市
社
協
で
は
、
福
祉
パ
レ
ッ
ト
第
１
０
４
号
か

ら
、
向
日
市
内
で
社
会
福
祉
に
携
わ
っ
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
そ
の
方
の
社
会
福

祉
活
動
の
内
容
等
を
ご
紹
介
す
る
「
こ
の
人
に
聞
く
」

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
乙
訓
手
話
サ
ー
ク
ル
で
ん
で
ん
虫
会
長
の

桜
田
吉
昭
さ
ん
に
、
乙
訓
手
話
サ
ー
ク
ル
で
ん
で
ん
虫

（
略
称
：
で
ん
で
ん
虫
）
の
活
動
等
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。▼

ふ
れ
あ
い
と
思
い
や
り
の
 

　
ま
ち
づ
く
り

　
向
日
市
社
協
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
取
り
組

１４

ん
で
い
る
『
地
域
福
祉
活
動
計
画
』
に
お
い
て
、

「
ふ
れ
あ
い
と
思
い
や
り
の
ま
ち
づ
く
り
」を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
日
々
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
桜
田
さ
ん
に
「
ふ
れ
あ
い
と
思
い
や
り
の
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
？
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
相
手
を
知
る
こ
と

が
一
番
大
切
で
す
。
相
手
と
付
き
合
う
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
、
相
手
の
悩
み
や
思
い
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
方
が
、
地

域
で
ふ
れ
あ
え
る
よ
う
な
場
所
や
催
し
を
増
や
す

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
障
が
い

者
の
方
自
身
に
も
、
積
極
的
に
様
々
な
交
流
の
場

に
参
加
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
み
な
さ
ん
に
障
が
い
に
つ
い
て
ど
う
理

解
し
て
も
ら
え
る
か
が
課
題
で
す
。
手
話
は
上
手

に
で
き
な
く
て
も
い
い
の
で
す
。
伝
え
よ
う
と
す

る
気
持
ち
や
障
が
い
者
の
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と

思
う
気
持
ち
が
大
切
な
の
で
す
。」
と
熱
心
に
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

や
、
聴
覚
障
が
い
者
の
各
家
庭
へ
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
設

置
（
貸
与
）
を
進
め
る
活
動
、
乙
訓
ろ
う
あ
協
会

と
の
協
同
で
乙
訓
聴
覚
言
語
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
設
立
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の

運
営
支
援
等
、
聴
覚
障
が
い
者
の
方
々
に
と
っ
て

暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
作
る
た
め
に
、
積
極
的
に

活
動
を
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
で
ん
で
ん
虫
」
の
会
員
数
は
、
一
時
期
は
２

０
０
名
近
く
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
っ
て
、「
現
在
の
会
員
数
は
約
１
０
０
名

で
す
が
、
定
例
会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
る
方
が

年
々
減
っ
て
き
て
お
り
、
も
う
一
度
サ
ー
ク
ル
に

戻
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
｢
平
成
　
年
４
月
に
障
害
者
自
立
支
援

１８

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
制
度
の
内
容
が
複
雑

な
た
め
、
定
例
会
で
は
手
話
の
勉
強
だ
け
で
は
な

く
、
制
度
に
つ
い
て
の
勉
強
も
行
っ
て
お
り
、
そ

の
両
立
が
難
し
い
で
す
。
｣
と
悩
み
を
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　「
で
ん
で
ん
虫
」
で
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
、「
聴
覚
障
が
い
者
の
方
々
と
一
緒
に
旅
行

等
を
し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
時
に

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
特
に
定
例
会
の
時
と
は

違
っ
た
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
嬉
し
く
思
い
ま

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▼
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
桜
田
さ
ん
が
初
め
て
手
話
と
出
会
っ
た
の
は
、

昭
和
　
年
に
就
職
さ
れ
た
染
色
関
係
の
会
社
で
、

４３

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
入
社
さ
れ
た
時
で
し

た
。
仕
事
の
内
容
を
伝
え
る
困
難
さ
に
直
面
さ
れ

た
時
や
、
手
話
通
訳
が
な
か
っ
た
た
め
に
会
社
の

朝
礼
で
の
内
容
を
把
握
で
き
ず
に
い
る
新
入
社
員

の
姿
を
見
た
時
、
手
話
通
訳
の
必
要
性
を
強
く
感

じ
ら
れ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
毎
週
木
曜
日
の

仕
事
が
終
わ
っ
た
後
、
手
話
教
室
に
通
わ
れ
た
そ

う
で
す
。

　
そ
の
後
、
乙
訓
ろ
う
あ
協
会
の
方
々
か
ら
、
乙

訓
地
域
で
手
話
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、「
で
ん
で

ん
虫
」
を
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

▼
乙
訓
手
話
サ
ー
ク
ル
 

　
で
ん
で
ん
虫
の
活
動

　
昨
年
、「
で
ん
で
ん
虫
」
は
創
立
　
周
年
を
迎
え

３０

ら
れ
、
去
る
平
成
　
年
　
月
　
日
（
日
）
に
「
　

１８

１１

２６

３０

周
年
記
念
の
つ
ど
い
」
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
桜

田
さ
ん
は
、「
　
年
間
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
一

３０

番
大
き
な
成
果
で
す
。
そ
れ
は
、
聴
覚
障
が
い
者

の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。」

と
、
こ
の
　
年
間
を
振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。

３０

　「
で
ん
で
ん
虫
」
は
、
毎
週
水
曜
日
の
定
例
会

に
加
え
、
行
政
に
手
話
通
訳
士
設
置
の
呼
び
掛
け

Part 7
手話サークルでんでん虫

会長　桜田 吉昭さん

お
問
い
合
わ
せ
先
　
 地
域
福
祉
係

　
　
　
　
　
　（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
９
３
２
‐
１
９
６
1
）




